「ヨナさんのお話し」　ヨナ書全ストーリー版　2010年8月
今日は、旧約聖書に登場するヨナさんのお話しです。

１．昔々、北イスラエルの国に、ヨナさんという預言者がおりました。預言者っていうのは、神様の言葉を語る人のことです。ヨナさんは、神様の言葉を預かって、人々に語っていたのですね。

２．ある日のこと、神様はヨナさんに語りかけられました。

神様「ヨナよ、ニネベの町に行きなさい。その町の人たちは、悪いことばかりしています。ですからニネベに行って、私の言葉を語りなさい。」

３．ヨナ「ちょっと待ってくださいよぉ。ニネベっていったら、私たちイスラエルの敵の国じゃないですか！ いやだいやだ、何であたしがわざわざ敵の国に行って、神様のことを教えてやらなきゃいけない

んです？ 悪いことばっかりしてるんだったら、勝手に滅びればいいんですよ。」

そう言ってヨナさんは、ニネベに行くことを嫌がったのです。
４．そしてヨナさんは、ニネベと反対の方向へ行く船に乗ることに決めました。
ヨナ「しめしめ、船がちゃ～んとそこにあるじゃないか。この船に乗れば、ニネベからも、そして神様からだって逃げられるさ！」

５．船長「おぉ、おまえ見かけない顔だな～？ おいらの船に乗りたいのかい？」

ヨナ「そうなんです、船長さん。私をこの船に乗せてくださいな。」

　　船長「おいらはセーラーマン、いいよー、おいらはセーラーマン、どーぞー！」
　　ヨナ「なんだか調子のいい人だなあ、まあいいや。ともかく乗り込んじゃえ！」

６．ヨナさんは、まんまと船に乗り込みました。こうしてヨナさんは、ニネベから遠く遠く離れて行こうと、そして神様から逃げていこうとしたのでした。

７．ヨナさんは、船の中ですっかり眠りこけていました。

「ぐぅ～すか～、ぴぃ～すか～、むにゃむにゃむにゃむにゃ。船はよく寝れるなあ、ふごふごふご･･･」

８．ところが実は、外はとんでもない嵐になっていたのです！ 船長さんは一生懸命なんとかしようとするのですが、どうにもなりません。

９．船長「おい、これはどう考えても、神様が怒っておられるとしか考えられない！この船の中で、誰か神様を怒らすようなことをしたに違いない。さあ、みんなクジをひくんだ。そして誰が原因なのか、はっきりさせようじゃないか！」
10．船長「さあ、クジをひくんだ！ これはただのクジじゃないぞ、神様のお心が分かるクジなのだ！」

　　ヨナ「え～っ、はい、は～ぃ・・・」

11．こうしてヨナさんがクジをひくと、ちゃ～んとヨナさんに当たっちゃったんです。

ヨナ「あのぉー、そのぉー、そうなんです、わたしが原因です･･･。私を海に放り込んでください。そうしたら、きっとこの嵐はやみます・・・」
12．こうしてヨナさんは、海のただ中へと投げ込まれてしまったのでした！

13．これがこの時の聖書のことばです。　「人々は大いに主を畏れ」ヨナ書1:16
　畏れたっていうのは、怖がったっていうことではありません。神様は真実で、正しいお方だっていう

ことが、わかったっていう意味なんですね。

　ヨナさんがこういう目にあったのは、バチが当たったっていうことではありません。ヨナさんが正しい

行いをすることができるように、神様が教えてくださったっていうことなんだね。

さて、このあとヨナさんはいったいどうなったのでしょう？

　

14．ブクブクブクブクぅ･･･ヨナさんはどんどん海に沈んでいきました。ああ、ヨナさんはいったいどうなってしまうのでしょう！？

15．そこへ突然やってきた大きな魚！ 何とヨナさんはその魚に、のみ込まれてしまったのです!! 実はこれは、神様がお命じになったことでした。

16．ヨナさんはこうしてこの大きな魚のおかげで、助かりました。そしてヨナさんは、魚のお腹の中で、自分が神様に対してしてきたことをじ～っくと反省し、お祈りをしました。

「神様、私は罪深い者でした。でも神様は、そんな私を助けてくださいました。感謝します･･･」

17．この時のヨナさんのお祈りの言葉を、一緒に読んでみましょう。

「神様は、苦しくてどうしようもない時に祈ると、答えてくださいました。 」ヨナ書2:2
18．こうして神様は、ヨナさんを魚のお腹の中から出してあげました。ヨナさんは結局、三日間も魚の中にいたんですよ。ようやく外に出ることが出来たヨナさん、さてこれからどうなるのでしょう。

　わくわくしてきましたね！

19．神様はもう一度ヨナさんに向かって、「ニネベに言って、私の言葉を語りなさい」とおっしゃいました。そしてヨナさんは、今度は確かにニネベに行くことを決心しました。そして、すぐに出かけたのです。

20．ニネベに着くとヨナさんは叫びながら、神様の言葉を人々に語り聞かせました。

ヨナ　「みなさーん、ニネベの町は罪に満ち溢れています！ あと40日もすれば、ニネベは滅びてしまうでしょう!! これは神様の言葉です。神様が、そうおっしゃっているのです！！」

ニネベの民「それは大変だ、私たちも神様を信じて、悔い改めようじゃないか！」

21．家来「王様、大変です。このままではニネベは滅びてしまいます！」

　　王様「なに！？ このままではいかん、私たちはまことの神様を信じなくてはいけないのだっ！ さあ、

　　　　すべての人が悔い改めて、神様を信じるようにしよう！！ 私たちは滅ぼされても仕方ない･･･でも、もしかしたら神様は救ってくださるかも知れない。どちらにしても、私たちは神様を信じて、神様に祈ろう！」

22．こうしてニネベの王様、そして町のすべての人たちが、悪いことをやめて、神様を信じて、悔い改めのお祈りをしました。

　　神様はそれを喜ばれ、ニネベの町を救ってくださいました。滅ぼすことをやめてくださったのです！

23．この時のことを、聖書はこう書いていますよ。

「神様は、彼らが悪の道から離れたことをご覧になりました。 それで、彼らを滅ぼす計画を中止したのです。」ヨナ書3:10
　　神様は愛のお方です。一人も滅びないようにと、望んでおられるのですね。どんなに罪深い人であっても、神様を信じるならば、誰でも救われるのです。これは聖書の約束です。

24．神様に赦されたニネベの人たち・・・しかし、そのニネベの人たちを見つめる黒い影が・・・。

25．さて、この人はいったい誰でしょう？

26．その黒いあやしげな影は、ヨナさんでした！ 

「神様、だから私はニネベに来るのがいやだったんです。こんな町は滅びればいいのにっ！ もうこんなこと

なら、わたしは死んだほうがマシですっ！」

27．「ふんっ、神様はどうしてニネベなど救われたのだっ！ 納得がいかないよ。ニネベなど滅びてしまえばいいんだ。わたしはここからニネベの町を見張っているぞ。この先いったいどうなるか、見届けてやるっ！

28．そこはとても暑いところでしたが、神様はヨナさんのために、大きな植物をそなえてくださいました。それは大きな木陰となって、ヨナさんを暑さから守ってくれたのです。ヨナさんは大満足！

29．ところがところが、ヨナさんが気付かないうちに、虫が葉っぱや茎をムシャムシャ食べていたのです！

　これもまた、神様のご計画のうちでした。

30．「何だ何だ、せっかく生えて大きくなっていたのに、もう枯れてしまったじゃないかっ！ 暑いわ暑いわ、こんなことじゃ、もう死にたいよ。そうさ、もう死んだほうがマシさっ！！」

31．その時です、神様の声がしました！

神様「ヨナよ、お前が怒るのはおかしいじゃないか」

ヨナ「そんなこと言ったって神様、せかっく生えていたのに変な虫がやってきて、それで枯れちゃって･･･。

　　こんなことなら、わたしはもう死にたいくらいです」

神様「その木は、お前が植えて、そして育てたのかい？ そうじゃないだろう？ それでもお前は、その木

　　のことを大切に思うんだね。

　　　だったら、私がニネベの町の人たちをことを愛し、滅びないように救い出したその気持ちが分からないかい？」

32．この時の神様のおことばです。

「どうしてわたしが、この大いなる都ニネベを惜しまずにいられるだろうか。」ヨナ書4:11
33．自分勝手なヨナさんのことも、罪深いニネベの人たちのことも、神様は同じように愛してくださり、

救ってくださいました。

　ヨナさんは神様の愛を知って、もっともっと神様のお役に立つお仕事をしたことでしょう。

　あなたのことも、神様は愛してくださっています。あなたも神様を愛し、これからも歩んでいきましょう。

　おしまい。
